




− ２人称単数の e 付き、e なしの問題を中心に −
鈴 木 康 志










２人称単数の命令形は -i , -o , -e というテー
マ母音で終わるのに対して、強変化動詞は一
部を除き、（１）子音で終わる。例えば強変化

















































 suochen （１類）　 salbōn （２類）　　  habēn （３類）
（suchen） （salben） （haben）
直・現・単　1．suoch-u salb-ōm, -ōn hab-ēm, -ēn
2.  suoch-is salb-ōs, -ōst hab-ēs, -ēst
3.  suoch-it salb-ōt hab-ēt
複　1．suoch-emēs salb-ōmēs, salb-ōn hab-ēmēs; hab-ēn, -ēēn
2.  suoch-et salb-ōt hab-ēt
3.  suoch-ent salb-ōnt hab-ēnt
接・Ⅰ・単　1．suoch-e salb-o hab-e
2.  suoch-ēs, -ēst salb-ōs（t） hab-ēs（t）
3.  suoch-e salb-o hab-e
複　1．suoch-ēm, -en salb-ōm, -ōn hab-ēm, -ēn （-ēmēs）
2.  suoch-ēt salb-ōt hab-ēt











の命令形では、第１類は suochi のように -i 、

















例 文（1） の húgi は 弱 変 化 動 詞 huggen 
（denken） の、wis は wesan （sein） の 2 人
称単数に対する命令形、（７）firním は強変化
動詞で firneman （vernehmen）の 2 人称単
数の命令形である。例文（2） の bilido は弱
変化動詞 bilidon （nachbilden）の 2 人称単数
に対する命令形、例文（3） の fernēmet は 
ferneman の 2 人称複数形に対する命令形で
ある。不規則動詞 firneman の 2 人称単数に
対する命令形が、語尾なし（firním）であ
るのに対して、規則動詞（huggen, bilidon）




法と命令形は同じ形態 （suochet, salbōt, habēt）
である。すると古高ドイツ語の -e 付き、-e
なしは以下のように図示される。（５）
命　　　単　2.  suochi salbo habe
複　1．suochemēs, ēn salbōmēs, salbōn habēmēs, habēn, -ēēn
2.  suochet salbōt habēt
（1）Húgi weih thir ságeti,   ni wis zi dúmpmuati,
firním thesa léra,… （Otfrid: Ⅰ , 3, 29 〜 30, S.17）
私があなたに言ったことを考えなさい、あまりに愚かでないようにこの教えに耳を傾けな
さい。
（2）Bilido ío filu frám    thesan héilegon man: （Otfrid: Ⅱ , 9, 67, S.73）
この聖なる人をいつも手本としなさい。

























数の命令形に -i, -ō, -ē というテーマ母音がつ
いていたが、中高ドイツ語においては -e に







































例文（4）,（5）の enhil（en+hil）, lâ は強変
化 動 詞 heln, lâzen の、sage は 弱 変 化 動 詞
sagen の 2 人称単数に対する命令形、senftet
は弱変化動詞 senften の 2 人称複数に対する
命令形である。強変化動詞では 2 人称単数に
対する命令形は語尾がなく、弱変化動詞の

















　この点に関しては Besch （1967: 306f.） の研
究に基づいて記してみよう。 Besch によれ
ば、中高ドイツ語に見られたあの区別 （強変
化動詞 → 語尾なし、弱変化動詞 → -e） は、
14 〜 15 世紀に語末音消失 （Apokope） と語
末音添加 （Epithese） により、完全に混乱の
時期に入り込む。Besch による 15 世紀の言
語地図（37 ページ）（10）は見る者を錯綜の時
期に連れ込む。この地図によれば、中部ド
イツ地域と北に面した地域（85, 86, 88, 91a, 
91b）は基本的には中高ドイツ語から受け継




















（4）Nû enhil mich dînes willen niht. （ Der arme Heinrich 1083, S.84）
あなたの本心を隠さないでください。
（5）lâ mich bezzern lôn enphân. （ Der arme Heinrich 634, S.46）  
私にもっとよい報いを受けとらせておくれ。        
（6）…sage  mir, wie bistû hiute ûf sô fruo? （ Der arme Heinrich 908-9, S.64）  
…なぜ今日はそんなに早く起きたのか、わたしに言いなさい。









はなく、23，53，54，67a、67a, 89 には gibe
という表記があるということである。ルター











記以外でも schem, schaw のように弱変化動
ここではハンス・ザックスとは逆に強変化動











亭主  →　その妻　        
（8）  Schweig vnd kein wort darwider sag！ 黙れ、つべこべ言うな。
Flucks nimb das Eyssn, weil es ist heiß, 熱いうちにさっさと鉄をつかんで
Vnd trag es sittlich auß dem kreiß,  きちんと輪の外へ運び出せ。（１１）
（9）Jhesus aber sprach. So verdamne ich dich auch nicht. Gehe hin vnd sündige




























るが、高田 （2013: 209f.） は、17 世紀の文法
家の文典において 2 人称単数の命令形が lieb 








し で あ っ た り（schweig, bleib, lass）、-e 付
きであったりする（schweige, bleibe, lasse）。









（10）Mein Sohn, schweig, ich tue dir nichts, sei zufrieden.  （Ⅰ. Buch, 7. Kap., S.32）
息子よ、黙りなさい、私はなにもしないから、恐がるな。
（11）Ach liebes Kind, schweige und lerne, solches ist dir viel nötiger als Käs.
（Ⅰ. Buch, 8. Kap., S.37）
ああ息子よ、黙って学ぶんだ、それのほうがおまえにはチーズより必要だ。
（12）≫Bleib nur≪, sagte der Einsiedel, ≫es ist noch keine Gefahr vorhanden.≪
（Ⅰ. Buch, 10. Kap., S.43）
 「慌てなくてもよい、まだ心配ないから。」と隠者は言った。
（13）≫Liebster Sohn≪ sagte er, ≫vor allen Dingen bleibe standhaftig,…≪
（Ⅰ. Buch, 12. Kap., S.49）
 「息子よ、わけても自分の心をしっかりともつんだよ。」と隠者は言った。
（14）Aber laß hören, wie pflegst du zu beten? （Ⅱ . Buch, 13. Kap., S.166）
お前がどのように祈るか、聞きたいものだ。
（15）Ach nein, mein Sohn, lasse mich fahren.. （Ⅰ. Buch, 12. Kap., S.48）
いや、いや、息子よ私を行かせてくれ。
-e なし： sag, lauf weg, quck, komm, schweig, laß, lob, sprichsprich, gib, erlös, bleib, halt, fahr, 
schlag, zerreiß, hol, strick zu, bring, nimm
-e 付き： walte, verleihe, höre, schweige, lerne, esse, gehe, wehre, berichte, lasse, folge, bleibe, 









　さらに horch, zahl, mach などの規則動詞
も -e なしになっている。多くに -e が付いて
いたグリンメルスハウゼンの『阿呆物語』と
は対照的である。-e つきは規則動詞が中心で、





形になり、1545 年の聖書は -e 付きになって




ける -e の導入は特に書き言葉の現象 Besch 
（1967:309）」になる。このように書き言葉で















-e なし： sag, nimm, schweig, horch, sieh, geh, lass, fühl, komm, meld, zahl, mach, schilt, borg, 
versprich verdieb, erzähl, besinn, trau, tritt, sprich, denk, versteh, halt, verzeih, hol, 
leg, brauch, erklär, verschweig, pfleg, such, bring, schick, trag, gib, steh auf, lenk ein, 
nenn, vergib, beschäm tu, bekenn, fahr , hör usw.
-e 付き：töte, martere, glaube, eile zu, verzeihe, warte, sage, rede, borge, trage, sperre, gebiete, 
teile, spiele, sorge, habe, übe, belone, frage, bereite usw.
１．-e を付けない動詞（e-lose Form）
１）（i）e 型の動詞
geben → gib!, helfen → hilf!, nehmen → nimm!, sprechen → sprich!, lesen →  lies! usw.
例外 sehen →  sieh!, siehe!（17）, sein → sei!, werden → werde! 
２）lassen → lass!
２．-e を付ける動詞（ e-haltige Form）
１）語幹が –dm, -tm, -gn, -chn 等で終わる複子音のもの。これらの動詞はどんな場合にも -e が
つき、-e はむしろ語幹の一部とも考えられる。
widmen → widme!, atmen → atme! leugnen → leugne!, rechnen → rechne!, 
öffnen → öffne!　usw.
２）-eln, -ern, -igen で終わる動詞。-eln,-ern の場合語幹 el,er の e を落とすことがある。（18）





＋ t で表す。ただし 2 人称単数の場合と同様
に語幹が -d, -t で終わるもの、あるいは語幹
が -dm, -tm, -gn, -chn に終わる複子音のもの
は口調上の e を入れて -et になる。
reden → redet!, warten → wartet!, atmen 
→ atmet!,  　
　現在のドイツ語で i（e）型の不規則動詞な






（Hochsprache）は → e 付き、言語の経済性
が発揮される話し言葉（Umgangssprache）



































３　-e を付ける動詞が一般的、ただし -e なしも可能（19）
語幹が –d, -t で終わる動詞
reden → rede!, schneiden → schneide!, arbeiten → arbeite!, warten → warte!
             red! schneid! arbeit! wart!
４　どちらも可能な動詞 （多くの動詞がこのタイプ、現在では、特に口語の場合 -e なしの場合
が多い）
kommen → komme!,  gehen → gehe!,  tragen → trage!,  lernen → lerne! 



























なし、-dm, -tm, -gn, -chn で終わる動詞の -e
付きを除くと、どちらにでも用いられる動詞













（2） Braune / Eggers （1987: 255f.）参照。なお、
変化表は同書 256 ページと 257 ページの間







学語学教育研究室　第 37 号 2017 年　参照。
（4） Braune/ Eggers（1987）, a.a.O. S.256f. 、 高
橋（1994: 70f.）参照
（5） Donhauser （1986: 65） 参照。
（6） テ キストは Oskar Erdmann 編 の Otfrids 
Evangelienbuch （1973）により、邦訳に関
しては新保 （1993: 50f.,68,80） の注釈と訳を
参考にしている。
（7） 古高ドイツ語では wesan （sein）には命令
法単数形 wis と複数形 weset があるが、sīn 
には命令法の形態はない。古高ドイツ語、
中高ドイツ語の sīn / wesan, wësen （sein）
の直説法現在形、接続法Ⅰ式の人称変化と
命令形は以下の通りである。（次ページ）
Braune / Eggers （1987: 302f.）, Paul / Wiehl 
/ Grosse（1998: 271）、高橋 （1994: 82, 173）、
古 賀 （1979: 20, 142）、 浜 崎（1986: 123）、
Bergmann u.a.（2016: 212, 222）など参照。























（8） 中高ドイツ語の変化表に関しては Paul / 
Wiehl / Grosse （1998: 238f.）、Walshe （1980: 
23ff.）、 古 賀 （1979: 82, 113）、 浜 崎 （1986: 
120f.）などを参考にしている。
（9） Hartmann von Aue: Der arme Heinrich, 
Stuttgart （Reclam）, 2013 より引用。
（10） Besch （1967: 307）の言語地図 94 をそのま
ま借用、転載したものである。
（11） Hans  S a ch s :  Da s  h e iße  E i s en ,  I n : 
Meisterlieder, Spruchgedichte , Fastnachts- 
spiele, Stuttgart （Reclam）, 2011, S.112f. 邦
訳は藤代・岡田・工藤（1983: 73）を借用し
ている。
（12） Das Neue Testament in der deutschen 
Übersetzung von Martin Luther, Band 1 
Text in der Fassung des Bibeldrucks von 
1545, Stuttgart （Reclam） 1989, S.260.
（13） Grimmelshausen: Der abenteuerliche 
Simplicissimus, Stuttgart （Reclam）, 2012.　
邦訳は『阿呆物語』望月市恵訳　岩波文庫
（上） 1986 年を参照している。
（14） Lessing, Gotthold Ephraim: Nathan der 
Weise, Stuttgart （Reclam）, 2015.
（15） Moser （1970: 9, 15）, Bosmanszky （1976: 
94f.） 参照。
（16） 鈴木（2007: 50f.） 参照。
（17） siehen に は siehe! が あ る。 本 の 参 照 指 示
として Siehe Seite 18（18 ページ参照）な
ど慣用的な用法以外に、間投詞的な用法





（17） Siehe Neapel und stirb!!（ナポリを見
て死ね）ゲーテ『イタリア紀行』1787 年 3
月 2 日。なお、逆に kommen や gehen の間
投詞的な用法では -e は必ず落ちる。この点
は鈴木（2016）参照。
（18） Duden 文法（2006: 44f.）では、日常言語で
は sammel! が可能であると記している。ま
た Donhauser は２の２）の動詞も -e なしが
可能としているが（kündig!, kündige!）、実
例は未見である。
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67f.） 参照。
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